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「江戸幕府老中奉書」(徳山毛利家文庫｢幕閣発給文書｣439） 

幕令の伝達～幕府の意思をどう伝えるか～  

08 
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 江戸時代、幕府が諸大名(江戸時代の

大名は260家前後と言われています)にそ

の意思を伝えるために、どのような手段を

とっていたのでしょうか。 

《個別に伝える》 

まずは個別に伝達する方法です。 

上の写真は、「老中奉書」と呼ばれるも

のです。「奉書」とは、主君の意を受けて、

家臣が自らの名によって主君の意思を文

書にしたためて発給するものです。江戸時

代になると、諸大名から寄せられた書状

(見舞いや祝いなど)への返礼、江戸城へ

の登城や幕府高官の役宅へ出頭の指

示、諸大名からの伺いに対する回答、江

戸城諸門の警衛など、大名としての勤め

に関する指示などが老中奉書によって大

名に伝えられました。多くの老中奉書は、

奉書紙という比較的大判な和紙を上下

に折ったもの(折紙)で出されますが、呼び

出しなどの軽易な内容については、和紙を

横に半裁した紙を使って出されました(横

切紙)。上の写真は折紙によって出された

もので、その内容は、幕府から改元を伝達

された徳山藩主毛利広豊が、書面で祝

意を伝えてきたことに対する返礼です(元

文改元〔1736〕の時と思われるもの。改

元についてはシート№9を参照)。 

老中奉書は、その月の担当老中(月

番)の呼び出しを受けて、藩の江戸留守

居などが老中の役宅に出向いて受け取る

ケースが一般的でした。 

《集めて伝える》 

ひとつのことを複数に伝えようとした時、

一人ひとりに同じ内容を伝えることは効率

的ではありません。そうした際、対象者を一

堂に集めて伝えれば、より効率性は高まり

ます。幕府の基本法である武家諸法度の

発令事例を見てみましょう。 

萩藩初代藩主毛利秀就は、寛永12

年(1635)6月21日、江戸城に登城しま

した。これは前日の晩、幕府老中の土井

利勝と酒井忠勝連名の奉書が萩藩江戸

屋敷にもたらされ、登城が指示されたため

です(毛利家文庫19日記4(36の3)「公

徳山毛利家文庫 
 「公儀事」 

徳山毛利家文庫「公儀
事」は現在217点を公開して
います。 

「公儀事」には、幕府から
出された文書を書き留めた記
録(例：従公儀被仰出帳)
と、徳山藩から幕府に提出し
た文書を控えた記録(例：公
儀江被仰上控)の2種類があ
ります。 

前者の一部は、「将軍発
給文書」や「幕閣発給文書」
で原本を見ることもできます。 
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 儀所日乗」より)。 

さて、江戸城では「大広間」という場所に諸大名が集

められ、幕府の儒学者林道春が武家諸法度を読み聞か

せています(『徳川実記』寛永12年6月21日条)。こうす

ることで、一度に情報を伝達することができました。 

《回覧する》 

一方で、必要な時に大名や江戸留守居を江戸城や

老中などの役宅にその都度招いて指示を出す方法も、効

率性の観点からは決して最良とは言えません。また江戸

に滞在中の大名には有効でも、帰国中の大名への連絡

方法も一考が必要です。結局、個別の呼び出し文書を

作ることにも繋がり、やはり手間がかかりそうです。 

江戸時代、江戸においては大名家の留守居たちは情

報共有などのため、同じ程度の家格や処遇を与えられてい

る者(同席」と言います)などが「組合」(グループ)を作ってい

ました。幕府は、そのグループを利用し、幕府の指示を文面

に整え回覧させたり、グループの代表を役宅などに呼んでそ

の用向きを伝え、グループの代表はそれをグループのメン

バーに回覧する方法を採りました。廻状(かいじょう)と呼ば

れるもので、主に幕府大目付から発せられています。 

下の写真は、「同席触廻状」と呼ばれるものの写です。

内容は、前年より来朝している朝鮮通信使に随行している

学者に行う質問などへの対応についてです。 

廻状の構成は、グループの代表の連絡→大目付からグ

ループの代表への指示→老中から大目付への指令、の順

となっています。 
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